
(57)【要約】

【課題】従来の１００℃以上の蒸気を用いる炊飯器では

、負圧に対する高い密閉性や正圧に対する密閉性が同時

求められ、両者を実現するには非常に高い技術力や各部

品の耐久性などが必要となり、また、７２℃という高い

温度の保温によるご飯表面相の乾燥や、蓋開放前後にお

ける雑菌の浸入、メイラード反応等による保温臭等の発

生などを防止すること。

【解決手段】１００℃以上の蒸気を鍋内に適宜投入する

ことにより、雑菌を減らし、保温臭を鍋外に送り出し、

また、ご飯表面相の乾燥米飯に水分を与えることで食味

の良好な保温米飯を提供する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に
設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を
投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 保 温 開 始 よ り 少 な く
と も ２ 時 間 以 上 経 過 後 に 鍋 内 に 蒸 気 を 投 入 し て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ２ 】
初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら 初 回 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ
短 く し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ３ 】
本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に
設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る
開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を
計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 時 間 に よ っ て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化
さ せ て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ４ 】
本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に
設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る
開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を
計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 回 数 に よ っ て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化
さ せ て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ５ 】
本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開
閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る
開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 蓋 の 連 続 開 放 時
間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 に よ り 鍋 内 に 蒸 気 を 投 入 し て な る 炊 飯 器
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 一 般 家 庭 、 あ る い は 業 務 用 に 使 用 す る 炊 飯 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 す る 炊 飯 器 に お い て 、 保 温 時 、 蒸 気 は 鍋 内 を 脱 酸 素 状 態
に す る 為 の 手 段 と し て 用 い ら れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ に 、 特 許 文 献 １ の 構 成 を 示 す 。 １ は 炊 飯 器 の 本 体 を 示 し 、 鍋 ２ を 着 脱 自 在 に 内 装 し て
い る 。 ３ は 鍋 上 面 を 覆 う 蓋 で 開 閉 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 ４ は 鍋 パ ッ キ ン で あ り 、 蓋 と 鍋
の 間 に 介 在 し て 密 閉 製 を 高 め て い る 。 ５ は 水 を 貯 水 し た 貯 水 タ ン ク で 、 そ こ か ら 吸 引 蒸 気
化 手 段 ６ に よ り 水 蒸 気 室 ７ に 水 を 汲 み 上 げ ら れ る 。 ８ は 蒸 気 噴 霧 手 段 、 ９ は 鍋 内 の 空 気 を
外 部 に 排 出 す る 空 気 排 出 手 段 で あ る 。 こ の 炊 飯 器 に よ れ ば 、 炊 飯 終 了 後 に ご 飯 を 約 ７ ２ ℃
に 保 つ 保 温 工 程 に お い て 、 鍋 内 の 空 気 を １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 に よ り 置 換 し 、 脱 酸 素 状 態 と
し て 、 ご 飯 の 劣 化 を 抑 え た 保 温 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ２ ８ ０ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 構 成 の 炊 飯 器 で は 、 鍋 内 空 気 を １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 で 置 換 す
る こ と に よ り 鍋 内 の 空 気 圧 が 低 く な る た め に 、 負 圧 に 対 す る 高 い 密 閉 性 が 求 め ら れ る 。 一

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-321685 A 2004.11.18



方 、 日 常 的 に 炊 飯 を 行 う 時 は 鍋 内 に て １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 が 発 生 す る た め 、 基 本 的 に 正 圧
に 対 す る 密 閉 性 が 求 め ら れ る 。 両 者 を 実 現 す る に は 非 常 に 高 い 技 術 力 や 各 部 品 の 耐 久 性 な
ど 、 困 難 が 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 ７ ２ ℃ と い う 高 い 温 度 の 保 温 に よ る ご 飯 表 面 相 の 乾 燥 や 、 蓋 開 放 前 後 に お け る 雑 菌
の 浸 入 、 メ イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 等 に 対 し て は １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 し な い 炊
飯 器 と 同 等 の 課 題 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 従 来 例 と は 違 っ た 目 的 で １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題
を 未 然 に 防 ぎ 、 保 温 時 に 、 乾 燥 、 雑 菌 の 繁 殖 、 保 温 臭 を 抑 え た 良 好 な 保 温 ご 飯 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 回 避 す る 為 に 蒸 気 の 使 用 法 を 変 更 し た も の で 、 本 体 と 、 本 体 内 に
着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱
す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生
手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 や 蓋 開 放 時 期 、 蓋 開 放 時 間 な ど を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器
に お い て 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 雑 菌 を 減 ら し 、 保 温 臭 を 鍋
外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 相 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋
内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を
有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た 場 合 、 脱 酸 素 状 態 に し な い こ と に
よ り 繁 殖 す る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 発 芽 す る 最 短 時 間 と さ れ る 炊 飯 終 了 か ら ２ 時 間 以 上 経 過 後
に 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅 ら せ る と と も に 雑 菌 を
減 ら し 、 か つ 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 メ イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に
送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら 初 回 の
蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 好 気 性 菌 に よ る 米
飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え 、 そ れ ま で に 発 生 し た 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の
乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発
生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知
し た 時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 保 温 臭 の 発 生 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間
を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発
生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 回
数 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 鍋 内 へ の 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間
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を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知
手 段 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発
生 手 段 と 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 に
よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化 さ せ る
こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に お い て 、 １ ０ は 本 体 で 、 上 面 が 開 口 し 、 こ の 本 体 １ ０ の 内 部 に 鍋 １ １ が 着 脱 自 在 に
収 納 さ れ 、 鍋 １ １ の 開 口 部 を 開 閉 自 在 な 蓋 １ ２ で 覆 っ て い る 。 １ ３ は 鍋 パ ッ キ ン で あ り 、
蓋 と 鍋 の 間 に 介 在 し て 密 閉 製 を 高 め て い る 。 １ ４ は 水 を 貯 水 し た 貯 水 タ ン ク で 、 そ こ か ら
吸 引 蒸 気 化 手 段 １ ５ に よ り 水 蒸 気 室 １ ６ に 水 を 汲 み 上 げ ら れ る 。 水 蒸 気 室 １ ６ 内 で １ ０ ０
℃ 以 上 に 加 熱 さ れ た 蒸 気 は 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ に よ り 鍋 １ １ 内 に 噴 霧 さ れ る 。 １ ８ は 鍋 １ １
を 加 熱 す る 加 熱 手 段 、 １ ９ は 鍋 １ １ に 当 接 す る よ う に 設 け ら れ た 温 度 検 知 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蓋 １ ２ に 設 け ら れ た 蒸 気 経 路 ２ ０ に は 、 蒸 気 筒 ２ １ が 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ 、 蒸 気 筒 ２ １
の 内 部 に は 磁 石 弁 ２ ２ を 設 け て い る 。 ２ ３ は リ ー ド ス イ ッ チ で 、 磁 石 弁 ２ ２ の 対 向 す る 位
置 に あ る 。 こ れ ら の 磁 石 弁 ２ ２ 、 お よ び リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ は 、 炊 飯 時 に 発 生 す る お ね ば
が 蒸 気 経 路 ２ ０ に 達 し 、 蒸 気 筒 ２ １ 内 部 を 通 過 し よ う と し た 時 に 、 磁 石 弁 ２ ２ の 移 動 を リ
ー ド ス イ ッ チ ２ ３ で 検 知 し 、 加 熱 手 段 １ ８ へ の 通 電 を 制 御 す る こ と に よ り 、 吹 き こ ぼ れ を
防 止 す る 吹 き こ ぼ れ 防 止 手 段 で あ る と と も に 、 蓋 １ ２ が 開 放 さ れ た 時 、 磁 石 弁 ２ ２ が 重 力
に よ り ヒ ン ジ 軸 方 向 に 移 動 し 、 リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ か ら 相 対 的 に 遠 方 に 移 動 す る た め 、 こ
の 移 動 を 検 知 す る こ と に よ り 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 で も あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
２ ４ は 制 御 ユ ニ ッ ト で 、 温 度 検 知 手 段 １ ９ や リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ の 出 力 に よ り 加 熱 手 段 １
８ へ の 通 電 を 制 御 し 鍋 １ １ 温 度 を 制 御 す る と と も に 、 保 温 経 過 時 間 や 、 蓋 １ ２ の 開 放 開 始
・ 終 了 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 で も あ り 、 か つ 、 そ の 計 測 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 も 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 保 温 米 飯 の 温 度 と 経 過 時 間 、 及 び 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 簡 易 的 に あ ら わ し た
タ イ ム チ ャ ー ト で あ り 、 実 線 ２ ５ は ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 す る 場 合 の 米 飯 温 度 、 破 線
２ ６ は ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 す る 場 合 の 米 飯 温 度 、 鎖 線 ２ ７ は 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ の 動
作 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ の よ う に 構 成 さ れ た 炊 飯 器 で 炊 飯 を 行 な い 、 保 温 を 行 な う と 図 ２ に 示 す よ う に 炊 飯 直
後 （ ０ 時 間 ） か ら 徐 々 に 温 度 が 下 が る 。 実 線 ２ ５ の よ う に ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た
場 合 、 腐 敗 臭 の 主 な 原 因 と な る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 胞 子 よ り 発 芽 可 能 な 状 態 と な る 。 発 芽 時
期 は ７ ２ ℃ を 下 回 っ て か ら 約 ２ 時 間 経 過 後 で あ る の だ が 、 そ の 時 期 に 合 わ せ て 、 鎖 線 ２ ７
に 示 す よ う に 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ を 動 作 さ せ 、 鍋 １ １ 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ
と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 メ
イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 炊 飯 後 に ほ ぐ し た
時 に 鍋 内 に 侵 入 し た 保 温 米 飯 の 表 面 層 の 雑 菌 を １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 に よ り 殺 菌 で き る 。 加
え て 、 保 温 米 飯 表 面 層 は 蓋 １ ２ の 開 閉 時 な ど に 空 気 に さ ら さ れ 乾 燥 す る の だ が 、 蒸 気 に よ
り 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と も で き 、 臭 い も 食 味 も 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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ま た 、 ２ 回 目 の １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 鎖 線 ２ ７ の よ う に 保 温 開 始 か ら 初
回 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 腐 敗 臭 の 主 な
原 因 と な る 好 気 性 菌 に よ る 米 飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え つ つ 、 加 湿 が で き 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米
飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 第 二 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ は 保 温 経 過 時 間 と 、 蓋 の 開 閉 状 態 、 及 び 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 簡 易 的 に あ ら わ
し た タ イ ム チ ャ ー ト で あ り 、 実 線 ２ ８ は 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 、 鎖 線 ２ ９ は 蒸 気 発 生 手 段 １ ７
の 動 作 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ の よ う に 構 成 さ れ た 炊 飯 器 で 炊 飯 を 行 な い 、 保 温 を 行 な う と き 、 炊 飯 直 後 （ ０ 時 間 ）
に お い て ２ ８ ａ の よ う に 蓋 １ ２ の 開 状 態 を 数 回 検 知 し た 時 は 、 保 温 経 過 時 間 が 短 い こ と か
ら 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 は あ ま り な く 、 ま た 、 温 度 も 高 い た め 雑 菌 の 繁 殖 に 対 す る 不 安 も 少 な
い た め 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 効 果 は 小 さ い と 考 え ら れ る 。 よ っ て こ こ で は 蓋 １
２ の 開 放 を 検 知 し な が ら も 、 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ は 停 止 さ せ て お く よ う に す る と 、 不 必 要 な
加 湿 を 避 け ら れ 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 ２ ８ ｂ で は 、 炊 飯 直 後 か ら 合 計 ４ 回 以 上 も し く は 合 計 １ ０ 分 間 以 上 の 開 状 態 を 検 知
し た 場 合 、 保 温 米 飯 表 面 層 が 乾 燥 し た と 判 断 し 蓋 １ ２ の 閉 状 態 検 知 し た 後 蒸 気 噴 霧 手 段 １
７ を 動 作 さ せ る よ う に し て い る 。 こ の こ と に よ り 、 適 当 な 時 期 に 加 湿 が で き 、 食 味 の 良 好
な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
２ ８ ｃ お よ び ２ ８ ｄ で は 、 炊 飯 直 後 か ら ４ 時 間 以 上 経 過 し て い る た め 、 保 温 米 飯 の 表 面 層
は 乾 燥 気 味 で 、 か つ 、 温 度 は 炊 飯 直 後 に 比 べ 低 く 、 雑 菌 が 繁 殖 し や す い と 推 測 で き る 。 よ
っ て 、 ２ ８ ｂ 時 点 で の 蒸 気 発 生 手 段 １ ７ の 動 作 条 件 に 比 べ 、 蓋 １ ２ の 開 状 態 を 検 知 し た 合
計 回 数 や 合 計 時 間 が 少 な い 場 合 で も 、 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ を 動 作 さ せ る よ う に し て い る 。 こ
の こ と に よ り 、 長 時 間 保 温 を 行 な っ た と き で も 、 乾 燥 が 少 な く 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 え た 、 食
味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 今 回 は 蒸 気 発 生 手 段 と し て 、 貯 水 タ ン ク １ ４ や 吸 引 蒸 気 化 手 段 １ ５ 、 水 蒸 気 室 １ ６
、 及 び 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ な ど に よ る 方 法 を 挙 げ た が 、 貯 水 タ ン ク １ ４ を 加 熱 し て 蒸 気 を 発
生 さ せ 、 鍋 １ １ 内 に 送 り 込 む 構 成 な ど 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 の 蒸 気 を 鍋 １ １ 内 に 送 り 込 む
手 段 は 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と し て 磁 石 弁 ２ ２ と リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３
を 用 い た が 、 開 閉 検 知 手 段 は 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る
鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内
の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間
を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た 場 合 、 脱 酸
素 状 態 に し な い こ と に よ り 繁 殖 す る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 発 芽 す る 最 短 時 間 と さ れ る 炊 飯 終 了
か ら ２ 時 間 以 上 経 過 後 に 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅
ら せ る と と も に 雑 菌 を 減 ら し 、 か つ 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 発 生 す る メ イ ラ ー
ド 反 応 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と
で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら
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初 回 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 好 気 性 菌 に
よ る 米 飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え 、 そ れ ま で に 発 生 し た 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表
面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部
を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 蓋 の 開 状 態
を 検 知 し た 時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 保 温 臭 の 発 生 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投
入 時 間 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部
を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知
し た 回 数 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 鍋 内 へ の 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投
入 時 間 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温
度 検 知 手 段 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 連 続 開 放
時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化
さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 炊 飯 器 の 前 後 方 向 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 の 保 温 米 飯 の 温 度 と 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 の 保 温 米 飯 の 温 度 と 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 従 来 例 の 炊 飯 器 の 前 後 方 向 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ０ 　 本 体
２ 、 １ １ 　 鍋
６ 、 １ ２ 　 蓋
５ 、 １ ４ 　 貯 水 タ ン ク
６ 、 １ ５ 　 吸 引 蒸 気 化 手 段
７ 、 １ ６ 　 水 蒸 気 室
８ 、 １ ７ 　 蒸 気 噴 霧 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 7月 23日 (2004.7.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋
と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃
以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 保 温 開
始 以 上 経 過 後 に 鍋 内 に 蒸 気 を 投 入 し て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ２ 】 初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら 初 回 の 蒸 気 投 入 ま で
の 時 間 に 比 べ 短 く し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ３ 】 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋
と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状
態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保
温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 時 間 に よ っ て 次 回
の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化 さ せ て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ４ 】 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋
と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状
態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保
温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 回 数 に よ っ て 次 回 の 蒸 気 投
入 時 間 を 変 化 さ せ て な る 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ５ 】 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 開
口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状
態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 蓋
の 連 続 開 放 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 し 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 に よ り 蒸 気 投 入

な る 炊 飯 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 一 般 家 庭 、 あ る い は 業 務 用 に 使 用 す る 炊 飯 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 す る 炊 飯 器 に お い て 、 保 温 時 、 蒸 気 は 鍋 内 を 脱 酸 素 状 態
に す る 為 の 手 段 と し て 用 い ら れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ に 、 特 許 文 献 １ の 構 成 を 示 す 。 １ は 炊 飯 器 の 本 体 を 示 し 、 鍋 ２ を 着 脱 自 在 に 内 装 し て
い る 。 ３ は 鍋 上 面 を 覆 う 蓋 で 開 閉 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 ４ は 鍋 パ ッ キ ン で あ り 、 蓋 と 鍋
の 間 に 介 在 し て 密 閉 製 を 高 め て い る 。 ５ は 水 を 貯 水 し た 貯 水 タ ン ク で 、 そ こ か ら 吸 引 蒸 気
化 手 段 ６ に よ り 水 蒸 気 室 ７ に 水 を 汲 み 上 げ ら れ る 。 ８ は 蒸 気 噴 霧 手 段 、 ９ は 鍋 内 の 空 気 を
外 部 に 排 出 す る 空 気 排 出 手 段 で あ る 。 こ の 炊 飯 器 に よ れ ば 、 炊 飯 終 了 後 に ご 飯 を 約 ７ ２ ℃
に 保 つ 保 温 工 程 に お い て 、 鍋 内 の 空 気 を １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 に よ り 置 換 し 、 脱 酸 素 状 態 と
し て 、 ご 飯 の 劣 化 を 抑 え た 保 温 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ２ ８ ０ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 構 成 の 炊 飯 器 で は 、 鍋 内 空 気 を １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 で 置 換 す
る こ と に よ り 鍋 内 の 空 気 圧 が 低 く な る た め に 、 負 圧 に 対 す る 高 い 密 閉 性 が 求 め ら れ る 。 一
方 、 日 常 的 に 炊 飯 を 行 う 時 は 鍋 内 に て １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 が 発 生 す る た め 、 基 本 的 に 正 圧
に 対 す る 密 閉 性 が 求 め ら れ る 。 両 者 を 実 現 す る に は 非 常 に 高 い 技 術 力 や 各 部 品 の 耐 久 性 な
ど 、 困 難 が 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 ７ ２ ℃ と い う 高 い 温 度 の 保 温 に よ る ご 飯 表 面 相 の 乾 燥 や 、 蓋 開 放 前 後 に お け る 雑 菌
の 浸 入 、 メ イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 等 に 対 し て は １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 し な い 炊
飯 器 と 同 等 の 課 題 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 従 来 例 と は 違 っ た 目 的 で １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 利 用 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題
を 未 然 に 防 ぎ 、 保 温 時 に 、 乾 燥 、 雑 菌 の 繁 殖 、 保 温 臭 を 抑 え た 良 好 な 保 温 ご 飯 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 回 避 す る 為 に 蒸 気 の 使 用 法 を 変 更 し た も の で 、 本 体 と 、 本 体 内 に
着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱
す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生
手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 や 蓋 開 放 時 期 、 蓋 開 放 時 間 な ど を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器
に お い て 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 雑 菌 を 減 ら し 、 保 温 臭 を 鍋
外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 相 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋
内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を
有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た 場 合 、 脱 酸 素 状 態 に し な い こ と に
よ り 繁 殖 す る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 発 芽 す る 最 短 時 間 と さ れ る 炊 飯 終 了 か ら ２ 時 間 以 上 経 過 後
に 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅 ら せ る と と も に 雑 菌 を
減 ら し 、 か つ 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 メ イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に
送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら 初 回 の
蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 好 気 性 菌 に よ る 米
飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え 、 そ れ ま で に 発 生 し た 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の
乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発
生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知
し た 時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 保 温 臭 の 発 生 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間
を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う
開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発

(9) JP 2004-321685 A 2004.11.18



生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知 し た 回
数 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 鍋 内 へ の 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間
を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知
手 段 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前
記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発
生 手 段 と 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 に
よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化 さ せ る
こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に お い て 、 １ ０ は 本 体 で 、 上 面 が 開 口 し 、 こ の 本 体 １ ０ の 内 部 に 鍋 １ １ が 着 脱 自 在 に
収 納 さ れ 、 鍋 １ １ の 開 口 部 を 開 閉 自 在 な 蓋 １ ２ で 覆 っ て い る 。 １ ３ は 鍋 パ ッ キ ン で あ り 、
蓋 と 鍋 の 間 に 介 在 し て 密 閉 製 を 高 め て い る 。 １ ４ は 水 を 貯 水 し た 貯 水 タ ン ク で 、 そ こ か ら
吸 引 蒸 気 化 手 段 １ ５ に よ り 水 蒸 気 室 １ ６ に 水 を 汲 み 上 げ ら れ る 。 水 蒸 気 室 １ ６ 内 で １ ０ ０
℃ 以 上 に 加 熱 さ れ た 蒸 気 は 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ に よ り 鍋 １ １ 内 に 噴 霧 さ れ る 。 １ ８ は 鍋 １ １
を 加 熱 す る 加 熱 手 段 、 １ ９ は 鍋 １ １ に 当 接 す る よ う に 設 け ら れ た 温 度 検 知 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蓋 １ ２ に 設 け ら れ た 蒸 気 経 路 ２ ０ に は 、 蒸 気 筒 ２ １ が 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ 、 蒸 気 筒 ２ １
の 内 部 に は 磁 石 弁 ２ ２ を 設 け て い る 。 ２ ３ は リ ー ド ス イ ッ チ で 、 磁 石 弁 ２ ２ の 対 向 す る 位
置 に あ る 。 こ れ ら の 磁 石 弁 ２ ２ 、 お よ び リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ は 、 炊 飯 時 に 発 生 す る お ね ば
が 蒸 気 経 路 ２ ０ に 達 し 、 蒸 気 筒 ２ １ 内 部 を 通 過 し よ う と し た 時 に 、 磁 石 弁 ２ ２ の 移 動 を リ
ー ド ス イ ッ チ ２ ３ で 検 知 し 、 加 熱 手 段 １ ８ へ の 通 電 を 制 御 す る こ と に よ り 、 吹 き こ ぼ れ を
防 止 す る 吹 き こ ぼ れ 防 止 手 段 で あ る と と も に 、 蓋 １ ２ が 開 放 さ れ た 時 、 磁 石 弁 ２ ２ が 重 力
に よ り ヒ ン ジ 軸 方 向 に 移 動 し 、 リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ か ら 相 対 的 に 遠 方 に 移 動 す る た め 、 こ
の 移 動 を 検 知 す る こ と に よ り 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 で も あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
２ ４ は 制 御 ユ ニ ッ ト で 、 温 度 検 知 手 段 １ ９ や リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３ の 出 力 に よ り 加 熱 手 段 １
８ へ の 通 電 を 制 御 し 鍋 １ １ 温 度 を 制 御 す る と と も に 、 保 温 経 過 時 間 や 、 蓋 １ ２ の 開 放 開 始
・ 終 了 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 で も あ り 、 か つ 、 そ の 計 測 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 も 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 保 温 米 飯 の 温 度 と 経 過 時 間 、 及 び 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 簡 易 的 に あ ら わ し た
タ イ ム チ ャ ー ト で あ り 、 実 線 ２ ５ は ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 す る 場 合 の 米 飯 温 度 、 破 線
２ ６ は ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 す る 場 合 の 米 飯 温 度 、 鎖 線 ２ ７ は 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ の 動
作 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ の よ う に 構 成 さ れ た 炊 飯 器 で 炊 飯 を 行 な い 、 保 温 を 行 な う と 図 ２ に 示 す よ う に 炊 飯 直
後 （ ０ 時 間 ） か ら 徐 々 に 温 度 が 下 が る 。 実 線 ２ ５ の よ う に ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た
場 合 、 腐 敗 臭 の 主 な 原 因 と な る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 胞 子 よ り 発 芽 可 能 な 状 態 と な る 。 発 芽 時
期 は ７ ２ ℃ を 下 回 っ て か ら 約 ２ 時 間 経 過 後 で あ る の だ が 、 そ の 時 期 に 合 わ せ て 、 鎖 線 ２ ７
に 示 す よ う に 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ を 動 作 さ せ 、 鍋 １ １ 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ
と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 メ
イ ラ ー ド 反 応 等 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 炊 飯 後 に ほ ぐ し た
時 に 鍋 内 に 侵 入 し た 保 温 米 飯 の 表 面 層 の 雑 菌 を １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 に よ り 殺 菌 で き る 。 加
え て 、 保 温 米 飯 表 面 層 は 蓋 １ ２ の 開 閉 時 な ど に 空 気 に さ ら さ れ 乾 燥 す る の だ が 、 蒸 気 に よ

(10) JP 2004-321685 A 2004.11.18



り 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と も で き 、 臭 い も 食 味 も 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 ２ 回 目 の １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 鎖 線 ２ ７ の よ う に 保 温 開 始 か ら 初
回 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 腐 敗 臭 の 主 な
原 因 と な る 好 気 性 菌 に よ る 米 飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え つ つ 、 加 湿 が で き 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米
飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 第 二 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ は 保 温 経 過 時 間 と 、 蓋 の 開 閉 状 態 、 及 び 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 簡 易 的 に あ ら わ
し た タ イ ム チ ャ ー ト で あ り 、 実 線 ２ ８ は 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 、 鎖 線 ２ ９ は 蒸 気 発 生 手 段 １ ７
の 動 作 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ の よ う に 構 成 さ れ た 炊 飯 器 で 炊 飯 を 行 な い 、 保 温 を 行 な う と き 、 炊 飯 直 後 （ ０ 時 間 ）
に お い て ２ ８ ａ の よ う に 蓋 １ ２ の 開 状 態 を 数 回 検 知 し た 時 は 、 保 温 経 過 時 間 が 短 い こ と か
ら 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 は あ ま り な く 、 ま た 、 温 度 も 高 い た め 雑 菌 の 繁 殖 に 対 す る 不 安 も 少 な
い た め 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 効 果 は 小 さ い と 考 え ら れ る 。 よ っ て こ こ で は 蓋 １
２ の 開 放 を 検 知 し な が ら も 、 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ は 停 止 さ せ て お く よ う に す る と 、 不 必 要 な
加 湿 を 避 け ら れ 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 ２ ８ ｂ で は 、 炊 飯 直 後 か ら 合 計 ４ 回 以 上 も し く は 合 計 １ ０ 分 間 以 上 の 開 状 態 を 検 知
し た 場 合 、 保 温 米 飯 表 面 層 が 乾 燥 し た と 判 断 し 蓋 １ ２ の 閉 状 態 検 知 し た 後 蒸 気 噴 霧 手 段 １
７ を 動 作 さ せ る よ う に し て い る 。 こ の こ と に よ り 、 適 当 な 時 期 に 加 湿 が で き 、 食 味 の 良 好
な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
２ ８ ｃ お よ び ２ ８ ｄ で は 、 炊 飯 直 後 か ら ４ 時 間 以 上 経 過 し て い る た め 、 保 温 米 飯 の 表 面 層
は 乾 燥 気 味 で 、 か つ 、 温 度 は 炊 飯 直 後 に 比 べ 低 く 、 雑 菌 が 繁 殖 し や す い と 推 測 で き る 。 よ
っ て 、 ２ ８ ｂ 時 点 で の 蒸 気 発 生 手 段 １ ７ の 動 作 条 件 に 比 べ 、 蓋 １ ２ の 開 状 態 を 検 知 し た 合
計 回 数 や 合 計 時 間 が 少 な い 場 合 で も 、 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ を 動 作 さ せ る よ う に し て い る 。 こ
の こ と に よ り 、 長 時 間 保 温 を 行 な っ た と き で も 、 乾 燥 が 少 な く 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 え た 、 食
味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 今 回 は 蒸 気 発 生 手 段 と し て 、 貯 水 タ ン ク １ ４ や 吸 引 蒸 気 化 手 段 １ ５ 、 水 蒸 気 室 １ ６
、 及 び 蒸 気 噴 霧 手 段 １ ７ な ど に よ る 方 法 を 挙 げ た が 、 貯 水 タ ン ク １ ４ を 加 熱 し て 蒸 気 を 発
生 さ せ 、 鍋 １ １ 内 に 送 り 込 む 構 成 な ど 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 の 蒸 気 を 鍋 １ １ 内 に 送 り 込 む
手 段 は 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 蓋 １ ２ の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と し て 磁 石 弁 ２ ２ と リ ー ド ス イ ッ チ ２ ３
を 用 い た が 、 開 閉 検 知 手 段 は 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る
鍋 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内
の 温 度 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間
を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 ７ ２ ℃ よ り 低 い 温 度 で 保 温 し た 場 合 、 脱 酸
素 状 態 に し な い こ と に よ り 繁 殖 す る 好 気 性 菌 の 菌 糸 が 発 芽 す る 最 短 時 間 と さ れ る 炊 飯 終 了
か ら ２ 時 間 以 上 経 過 後 に 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る こ と に よ り 、 菌 の 繁 殖 を 遅
ら せ る と と も に 雑 菌 を 減 ら し 、 か つ 、 ７ ２ ℃ 以 上 で 保 温 す る 場 合 に も 、 発 生 す る メ イ ラ ー
ド 反 応 に よ る 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表 面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と
で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 初 回 か ら ２ 回 目 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 を 、 保 温 開 始 か ら
初 回 の 蒸 気 投 入 ま で の 時 間 に 比 べ 短 く す る こ と に よ り 、 一 度 活 性 状 態 に 入 っ た 好 気 性 菌 に
よ る 米 飯 の 劣 化 を 適 宜 抑 え 、 そ れ ま で に 発 生 し た 保 温 臭 を 鍋 外 に 送 り 出 し 、 ま た 、 ご 飯 表
面 層 の 乾 燥 米 飯 に 水 分 を 与 え る こ と で 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部
を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 に お い て 、 蓋 の 開 状 態
を 検 知 し た 時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 保 温 臭 の 発 生 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投
入 時 間 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 開 口 部
を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 鍋 内 の 温 度 検 知 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ １ １ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 保 温 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 開 状 態 を 検 知
し た 回 数 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 鍋 内 へ の 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投
入 時 間 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 体 と 、 本 体 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る 鍋 と 、 鍋 内 の 温
度 検 知 手 段 と 、 鍋 開 口 部 を 覆 う 開 閉 自 在 な 蓋 と 、 本 体 内 に 設 け ら れ 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段
と 、 前 記 蓋 の 開 閉 状 態 を 検 知 す る 開 閉 検 知 手 段 と 、 鍋 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 投 入 す る
蒸 気 発 生 手 段 と 、 蓋 の 連 続 開 放 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 有 す る 炊 飯 器 で 、 蓋 の 連 続 開 放
時 間 に よ り 、 保 温 米 飯 の 乾 燥 状 態 や 雑 菌 の 侵 入 状 況 を 考 慮 し て 次 回 の 蒸 気 投 入 時 間 を 変 化
さ せ る こ と に よ り 、 無 駄 な 蒸 気 投 入 を 避 け 、 食 味 の 良 好 な 保 温 米 飯 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 炊 飯 器 の 前 後 方 向 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 の 保 温 米 飯 の 温 度 と 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 の 保 温 米 飯 の 温 度 と 蒸 気 発 生 手 段 の 動 作 の 相 関 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 従 来 例 の 炊 飯 器 の 前 後 方 向 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ０ 　 本 体
２ 、 １ １ 　 鍋
６ 、 １ ２ 　 蓋
５ 、 １ ４ 　 貯 水 タ ン ク
６ 、 １ ５ 　 吸 引 蒸 気 化 手 段
７ 、 １ ６ 　 水 蒸 気 室
８ 、 １ ７ 　 蒸 気 噴 霧 手 段
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